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議会棟能の充実を図った都道府県議会の事例
着目点 事 例 ポイント
議員の禰 政務調査費 長の裁量的補助金とされてき
佐技能の たものを法律に茎づく条例に
充実 よる交付とする
会派政策補助 議事説明員の退職者を会派
職員の任用 が政策スダソフとして任周する
議会担当職員 執行機関の議事説明員以外
の併任 の職員を議会との窓口となる
職頃として指名させる
議会の審 専門的知見の 地方自治法見開轟の望に量る
議機能の充実 活欄 専門的調査を実施
学識経験者に議会としての
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戒等の運用疎音
監査機能 監査結果の会 監査の結果を本会議で代表
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議会の独 議会庁舎の蕃 庁禽案内等に｢議会棟｣｢青
立性の確 示 政棟｣と明示する
事務局の名称 庶轟をサメ-ジする｢議会審
務局｣の名称を政務等を含
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